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就職みらい研究所のコラム

■『就職白書2022』シリーズ

これからの
「働く」を考える

新型コロナウイルス感染症
に関する企業の取り組み

いま、新卒採用に
注力する理由

個人と組織の
新たなつながり方

■就職プロセス調査 ■その他の調査

『就職白書2022』関連の資料は本誌に加え、プレスリ
リース『就職白書2022』、『就職白書2022　就職活
動・採用活動の振り返りと今後の見通し』があります。

『就職プロセス調査』プレスリリースでは就職内定
率（男女・文理・地域別）進路確定率などをタイム
リーに発信。また、就職活動TOPICSでは「Web
と対面でインターンシップ満足度に差」「就職活動
にかかった費用」などテーマに沿って調査結果を
分析し紹介しています。

一般的な就職活動以外での企
業との出合い方、起業という選
択など多様な「働く」を考えるヒン
トを紹介しています。

コロナ禍の採用活動・インターン
シップの具体的な取り組みを、
採用担当者の方々にインタビュ
ーしました。

中長期的な視点で経営・採用ビ
ジョンを掲げ、コロナ禍でも新
卒採用に注力している企業の
お話をうかがいました。

大きく変化している個人と組織
のつながり方。新たな方法を導
入している企業の事例を紹介し
ています。

働きたい組織の特徴
働きたい組織について、
学生に対立軸で志向性を
調査。経営スタイルなどに
ついて学生が企業に求め
る特徴が分かります。

大学生の地域間移動に
関するレポート
大学所在地毎に出身地お
よび就職予定先所在地と
の関係や、地元就職意向
などを分析しています。

大学のキャリア・就職支援状況
に関する調査
大学のキャリアセンターを対象に、
「学生と企業のより良いつながり」
に向けた大学のキャリア・就職支
援状況の実態を調査しました。
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